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ここで日程や
議案等の取り扱いが
調整されます。

東伏見コミュニティセンター

「
市
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

【
説
明
】
平
成
31
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
道
路
構
造
令
の
改
正

に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も

の
。
自
転
車
を
安
全
か
つ
円
滑

に
通
行
さ
せ
る
た
め
に
設
け
ら

れ
る
帯
状
の
車
道
の
部
分
と
し

て
、「
自
転
車
通
行
帯
」
に
関
す

る
規
定
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

【
主
な
質
疑
】

問　
現
在
、
市
道
の
中
で
自
転

車
通
行
帯
が
あ
る
箇
所
は
。

「
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

【
説
明
】
証
明
等
交
付
手
数
料

の
う
ち
、
都
市
計
画
に
関
す
る

証
明
に
つ
い
て
、
㋐
都
市
計
画

道
路
、
用
途
地
域
、
高
度
地
区

又
は
防
火
地
域
に
関
す
る
証
明
、

㋑
生
産
緑
地
、
都
市
計
画
公
園

又
は
地
区
計
画
に
関
す
る
証
明
、

㋒
納
税
猶
予
の
特
例
適
用
の
農

地
又
は
採
草
放
牧
地
に
関
す
る

証
明
の
３
つ
に
分
け
て
手
数
料

金
額
を
設
定
す
る
も
の
。
使
用

料
・
手
数
料
等
の
適
正
化
に
関

す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
㋐

の
証
明
に
つ
い
て
は
１
件
当
た

り
の
手
数
料
を
２
千
円
に
改
め
、

㋑
・
㋒
の
証
明
に
つ
い
て
は
１

件
当
た
り
300
円
に
据
え
置
く
も

の
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
証
明
書
は
ど
の
よ
う
な
方

が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
申
請
さ

れ
る
の
か
。

答　
㋐
都
市
計
画
道
路
、
用
途

地
域
、
高
度
地
区
又
は
防
火
地

域
に
関
す
る
証
明
は
、
主
に
建

築
確
認
の
申
請
や
土
地
売
買
等

に
伴
う
調
査
に
使
わ
れ
る
も
の
。

㋑
生
産
緑
地
、
都
市
計
画
公
園

又
は
地
区
計
画
に
関
す
る
証
明

は
、
主
に
建
物
の
建
築
や
土
地

利
用
転
換
の
検
討
等
に
伴
う
土

地
利
用
調
査
な
ど
に
用
い
ら
れ

る
も
の
。
㋒
納
税
猶
予
の
特
例

適
用
の
農
地
又
は
採
草
放
牧
地

に
関
す
る
証
明
は
、
申
請
地
の

相
続
税
又
は
贈
与
税
に
係
る
納

税
猶
予
の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
必
要
と
な
る
書
面
で
、
い
ず

れ
も
主
に
設
計
事
務
所
や
不
動

産
業
者
の
方
が
申
請
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

問　
㋐
都
市
計
画
道
路
、
用
途

地
域
、
高
度
地
区
又
は
防
火
地

域
に
関
す
る
証
明
の
手
数
料
の

根
拠
は
。

答　
申
請
地
内
の
都
市
計
画
道

路
の
位
置
、
用
途
地
域
な
ど
に

係
る
参
考
資
料
を
確
認
し
て
作

成
す
る
も
の
で
、
参
考
資
料
だ

け
で
確
認
で
き
な
い
場
合
は
現

地
調
査
、
測
量
を
行
う
。
職
員

が
実
際
に
現
地
を
確
認
し
て
証

明
を
作
成
し
た
場
合
の
所
要
時

間
は
お
お
む
ね
100
分
程
度
と
、

非
常
に
手
間
の
か
か
る
証
明
で
、

証
明
発
行
に
係
る
原
価
計
算
を

行
う
と
６
千
400
円
程
度
と
な
る
。

使
用
料
・
手
数
料
等
の
適
正
化

に
関
す
る
基
本
方
針
で
は
、
原

価
計
算
結
果
と
条
例
で
定
め
る

金
額
の
乖
離
率
が
１
・
５
倍
を

超
え
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て

料
金
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
都
内
の
特
定

行
政
庁
で
本
市
と
同
じ
よ
う
に

現
地
測
量
を
行
っ
て
い
る
調
布

市
の
手
数
料
を
参
考
に
２
千
円

と
し
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」

【
説
明
】
東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の

指
定
期
間
が
満
了
す
る
。
令
和

２
年
度
か
ら
の
３
年
間
、
現
指

定
管
理
者
が
継
続
を
希
望
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
、

◆
一
般
会
計
（
第
５
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
に
800

万
円
を
追
加
し
、
746
億
８
千
507

万
円
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
人
件
費
の
不
足
分
を
財
政
調

整
基
金
か
ら
取
り
崩
す
理
由
に

つ
い
て

・
予
備
費
か
ら
充
用
す
る
こ
と

の
検
討
に
つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

令
和
元
年
度
補
正
予

算
の
主
な
審
査
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会

議
録
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
「
会
議
録
の
公
開

予
定
」
は
10
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算

答　
平
成
24
年
度
に
整
備
さ
れ

た
田
無
駅
北
口
に
位
置
す
る
市

道
120
号
線
の
農
協
前
通
り
で
あ

る
。

問　
今
後
、
市
道
の
中
で
積
極

的
に
自
転
車
通
行
帯
を
つ
く
っ

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答　
設
置
に
つ
い
て
は
、
交
通

規
制
を
伴
う
の
で
慎
重
に
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
市
道
121
号
線
に
は
設
置
し

て
い
く
の
か
。

答　
現
地
の
実
情
に
応
じ
て
設

置
を
検
討
す
る
。

問　
本
市
の
場
合
、
自
転
車
通

行
帯
を
設
置
す
る
課
題
と
し
て

幅
員
が
あ
る
が
、
ほ
か
に
何
か

あ
る
か
。

答　
現
地
の
状
況
な
ど
で
設
置

の
判
断
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

選
定
に
関
す
る
規
定
に
合
致
す

る
と
判
断
し
、
引
き
続
き
特
命

随
意
契
約
に
よ
り
再
指
定
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
選
定
に
当
た

っ
て
は
、
庁
内
組
織
に
よ
る
地

域
型
交
流
施
設
指
定
管
理
検
討

会
を
設
置
し
選
考
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

問　
指
定
管
理
者
の
事
務
所
の

所
在
地
が
施
設
と
同
じ
住
所
だ

が
、
問
題
は
な
い
か
。

答　
東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
す
る
た

め
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、

問
題
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
災
害
時
、
指
定
管
理
者
に

要
請
す
る
こ
と
は
何
か
。

答　
利
用
の
取
り
消
し
の
連
絡
、

避
難
所
に
切
り
か
わ
る
と
き
の

引
き
継
ぎ
、
通
常
の
開
館
に
戻

る
と
き
の
引
き
継
ぎ
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

市議会定例会の一般的な流れをご紹介します。
定例会は、田無庁舎において毎年４回（３月、６月、９月、12月）開催されます。

特定の案件について必要がある場合には臨時会が招集されます。
市議会が取り扱う議案等は数も多く、内容も幅広いことから、本会議だけで

は限られた会期（議会の開催期間）の中で十分な審議を尽くすことができません。
そこで、専門的・能率的に審査を行うために「委員会」を設置しています。
委員会には、常設の「常任委員会」（企画総務、文教厚生、建設環境）と、

議会の運営に関することを協議する「議会運営委員会」、必要に応じて設置す
る「特別委員会」（予算･決算を審査する予算特別委員会・決算特別委員会や市
の重要事項を専門に審査する特別委員会）があります。
委員会で審査したものは本会議に報告され、その多数決で最終的な市又は議

会の意思を決定します。

請願・陳情とは、市政に対する要望等を文書で市議会に提出
する制度です。
請願は、市議会議員１人以上の紹介が必要です。提出された

請願は、所管の委員会に付託し審査され、最終的に本会議で採
択・不採択が決まります。採択された請願は市長等に送付します。
議員の紹介がないものは陳情となります。議会運営委員会で

の話し合いの上、承認されたものは請願と同じように取り扱わ
れます。
請願・陳情はいつでも受け付けますが、直近の定例会で議決

を求めるためには、各定例会初日の５日前まで（土・日、祝日
を除く。）にご提出ください。また、定例会の最終日の２日前
までに提出さ
れたものは、
最終日に上程
され、閉会中
に審査が行わ
れることにな
ります。
なお、土・日、

祝日の関係で、
締切日が変わ
る場合もあり
ますので、議
会事務局にご
確認ください。

市議会に要望（請願や陳情）を提出するには
どうしたらいいの？

委員会の審査から、予算特別委員会の審査から、議会トピックス①・②

文
教
厚
生
委
員
会

企
画
総
務
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則

と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
今
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

の
審
査
か
ら

市議会の流れ議会トピックス① 議会トピックス② 
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